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相手の心をつかむ言葉を選べば

　効果的なキャッチコピーが作れるよ
◆なぜ、「キャッチコピー」というのか？

　自分の思いや願いを相手により伝えるには、まず、「見出し」を工夫することが大切です。「見出しで、いかに相手の心をつかむか」という意味でキャッチ（つかむ）コピーと呼ばれています。さあ、あなたも、キャッチコピーの達人、コピーライターになろう。
◆キャッチコピーの作り方

①数字を入れて内容を正しく表す。

　「目立たせよう」という意識が強すぎると、事実とかけはなれたキャッチコピーができあがってしまします。数字を入れたりして、事実を正しく表すことが基本です。

　めあての４００回を達成！青空に歓声がひびく

②リズム感や勢いのあるもの。

　リズムと勢いのある文章は、読み手の注目を集めます。国語の時間に習った俳句、短歌のリズム五音、七音を入れて作ってみましょう。

　つらくても　仲間と立った　釜が谷山頂

③心に残ったキーワードを入れる。

　自分の体験の中で特に心に残ったことを言葉にして入れてみましょう。その言葉は、キラリと光り、必ず、読み手の心をつかむでしょう。

　初めて持ったにわとりの卵、あたたかかった

④漢字を積極的に使う。　

漢字は、少ない文字数で豊かな内容を伝えることができる日本独自の文化です。漢字を積極的に使いましょう。

　連合音楽会、精一杯歌った気持ちよさ

コピーライターになろう�どんな見出しの言葉を入れると効果的だろうか。効果的かを学ぼう。

















